










































































この計画期間は、2025 年(平成 37 年)までとされており、その間に、緑地確保の目標、及
び緑化の目標が定められている。緑地の確保目標は、地目として「緑地｣に分類されるの府
域面積に対する割合を約４割以上確保することである。また、市街化区域内における緑化
の目標は、緑被率 20％とし、計画が公表された平成 14 年の 14%のおよそ 1.5 倍に拡大さ
せるとされている。また、住民の意見の反映を考慮して、指標として、①大阪府域にみど
りがあると感じる府民の割合を約 5 割⇒約 8 割に増やす、②最近みどりに触れた(緑化活動



















緑地面積は府域全体の約 4割を維持している。平成 8年から平成 24年まで森林面積と農
地面積は 0.881haと 3.500ha ずつ減ってはいるものの、それを補うかのように、府内公園





























的に営業活動を展開し①緑化プラン策定箇所約 100 箇所②公共空間の重点緑化 3000(木々
の成長に時間を要する問題点)③民有地緑化 4500 本④都市計画誘導適用延長 17.2 ㎞⑤協力
企業約 180 社としている。例として挙げられるのが公共緑化として「中央分離帯の緑化」
がある。民有地の緑化として、植栽テーマを「街路樹と一体化した彩りと清潔感のある緑
化空間の創造」とした「三宅西地区みどりの会」あり、高木 39 本と低木 168 本を植栽した。
また、東大阪市水走地区では「電車からも見える駐車場にグリーンベルト創出」というテ



















て、市街化区域ではＨ4年 14.6%→Ｈ14年 13.9%→Ｈ24年 13.8%、大阪市域ではＨ4 年 9.4%


























































図表 2-3 北河内地域の人口推移 
 
 
図表 2-4 北河内地域における府営公園 


















（大阪府環境白書 2009 年版） 
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平成 15 年 6 月に、寝屋川流域協議会(水環境部会)が策定された。3 
 
大東市4 






















などが整備されている。都市公園の市民一人当たりの整備面積は 1.00 ㎡/人（府平均 5.14 



















































平成 13 年(2001 年)に策定した「守口市花と緑の基本計画」に基づき、公園や道路をはじめ、
学校等公共施設の緑と花の保全や創出を積極的に進めている。7 
  










































大阪府との調整      
アンケート作成      
アンケート郵送      
アンケート回収      
アンケート分析      
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図表 3-2 環境評価手法の分類 






























ケートを用いて環境価値を聞き出す方法として CVM がある。 
 



























図表 3-3 調査手段の分類 































                                                   
8植杉「土地改良区の公益的機能に関する 2 肢選択 CVM 分析」参照のこと。
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図表 3-4 CVM の分類 

























受諾曲線（横軸に提示額、縦軸に受諾率が 0.5 となる値）を求めることができる。 






















る統計手法である。提示額 T のときに Yes と回答する確率を示す関数を生存関数 S(T)と呼
ぶ。なお生存関数 S(T)と分布関数 G(T)には S(T) =1−G(T)の関係がある。加速ワイブルモデ
ルでは、生存関数として次のようなワイブル分布関数を想定する。 
 
 S(T) = −exp(
𝑙𝑛𝑇−𝜇
𝜎





平均値 exp(μ ) ⋅Γ[1+σ ] 





























円では Yes、3000 円では No のときは WTP が 1000～3000 円の区間の中にある。1000 円
で Yes、3000 円でも Yes のときは WTP は 3000 円～＋∞の区間にあり、1000 円で No、
500 円でも No のときは WTP は 0～500 円の区間の中にある。 
提示額𝑇𝑗円に対して回答者が Yes と答える確率を𝑝𝑗とする。この確率は生存確率と呼ば
れる。WTP が Tｊ～Tj+1 の区間にあるとすると、対数尤度関数は以下の通りとなる。 
 
ln = ∑ 𝑁𝑗𝑗 ln(𝑝𝑗 − 𝑝𝑗+1)       （2） 
 



































































5000 円 10,000円 20,000円 30,000円 
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 20 代   30 代    40 代    50 代    60 代    70 歳以上 
男性 女性 
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 4.1.5 同居人数 
図 4-5 同居人数 
 
 
項目の単位：人      
 区分 区分に含まれる項目名  度数 比率 
 区分 1 -1以上 0未満  ― 0 0.0% 
 区分 2 0以上 1未満  ― 1 0.7% 
 区分 3 1以上 2未満  ― 20 13.7% 
 区分 4 2以上 3未満  ― 58 39.7% 
 区分 5 3以上 4未満  ― 37 25.3% 
 区分 6 4以上 5未満  ― 14 9.6% 
 区分 7 5以上 6未満  ― 8 5.5% 
 区分 8 6以上 7未満  ― 6 4.1% 
 区分 9 7以上 10未満  ― 1 0.7% 
 区分 10 10以上       ― 1   0.7% 






図表 4-6 職業 
 
 
区分 区分に含まれる項目名  度数 比率 
 区分 1 農林水産業   1 0.7% 
 区分 2 製造業       11 7.2% 
 区分 3 運輸通信業    2 1.3% 
 区分 4 卸売小売業   11 7.2% 
 区分 5 金融不動産   2 1.3% 
 区分 6 建設業       6    3.9% 
 区分 7 観光業       0 0.0% 
 区分 8 サービス業   10 6.6% 
 区分 9 公務員       6 3.9% 
 区分 10 主婦          16 10.5% 
 区分 11 無職       64 42.1% 
 区分 12 学生       0 0.0% 
 区分 13 その他       23 15.1% 





図表 4-7 居住年数 
 
 
 区分 区分に含まれる項目名   度数 比率 
 区分 1 0.6より大きい 8.44以下  ― 5 3.5% 
 区分 2 8.44より大きい 16.28以下 ― 21 14.9% 
 区分 3 16.28より大きい 24.12以下 ― 25 17.7% 
 区分 4 24.12より大きい 31.96以下 ― 27 19.1% 
 区分 5 31.96より大きい 39.8以下 ― 11 7.8% 
 区分 6 39.8より大きい 47.64以下 ― 35 24.8% 
 区分 7 47.64より大きい 55.48以下 ― 6 4.3% 
 区分 8 55.48より大きい 63.32以下 ― 5 3.5% 
 区分 9 63.32より大きい 71.16以下 ― 4 2.8% 
 区分 10 71.16より大きい 79以下  ― 2 1.4% 








図表 4-8 居住形態 
 
住所形態 
区分  区分に含まれる項目名    度数 比率  
 区分 1  戸建アリ   75 52.1%  
 区分 2  戸建ナシ   40 27.8%  
 区分 3  マンション   29 20.1%  






図表 4-9 年収 
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 区分  区分に含まれる項目名  度数 比率  
 区分 1   300 以下   49 34.0%  
 区分 2   301－400   37 25.7%  
 区分 3   401-500   30 20.8%  
 区分 4   501-600   6 4.2%  
 区分 5   601-800   11 7.6%  
 区分 6   801-1000   5 3.5%  
 区分 7   1001-1400   1 0.7%  
 区分 8   1401-1800   0 0.0%  
 区分 9   1801-2500   2 1.4%  
 区分 10   2501以上   3 2.1%  













区分   区分に含まれる項目名 度数 比率  
 区分 1   よく知っている  4 2.6%  
 区分 2   聞いたことがある  52 34.2%  
 区分 3   知らない   96 63.2%  
 合計           152 100.0%  
 




図表 4-11 支払意思額 
 
 
モデル推定結果     
 全数          152   
 集計対象数      113   
 被説明変数の計算時尺度  1.0   
 最終的な対数尤度        -124.64   
 ＡＩＣ          253.27   
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係数推定結果         
 係数名  係数     漸近ｔ値 ｐ値 
 シグマ(σ) 1.36E+00 7.96E+00 0.00 
 定数項  9.00E+00 5.65E+01 0.00 
 
支払意思額代表値  推定値      
 平均値          9820.87   
 頭きり裾きり平均値  9399.12   
 中央値          4951.20   
 頭きり点         0   
 裾きり点         50000   
 
北河内地域の支払意志額は 4951.2 円という結果になった。これは負担金として、毎年





図表 4-12 支払意志額と個人属性の関係 
係数名  係数      漸近ｔ値       ｐ値  
シグマ(σ) 1.31E+00  7.45E+00       0.00  
年齢(歳) -4.83E-03 -3.21E-02       0.97 
同居人数(人)  5.24E-02 -6.43E-01       0.52 
住居形態 1.21E-01  6.79E-01       0.50  
年収  1.66E-01  1.96E+00       0.05  
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 年収 300万以下で自己負担は厳しい。（60代男性） 





































































































都道府県別緑被率 (http://www.biodic.go.jp/reports/4-01/y239_001.html)2017年 1月 6
日 
Safety Japan参照(http://www.nikkeibp.co.jp/sj/2/column/d/04/index2.html) 2017年 1
月 6日 
緑化のデメリット Wikipedia参照
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門真市都市計画
（http://www.city.kadoma.osaka.jp/shisei/gijiroku/pdf/toshikeikaku/masterplan/01
.pdf）2017年 1月 6日 
守口市総合計画書基本構想





（http://www.mlit.go.jp/pri/houkoku/gaiyou/H10_1.html）2017年 1月 6日 
みどりの経済価値について ヘドニックによる地価評価の視点から
（http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/14099/00133406/2.pdf）2017年 1月 6日 
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